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2022～2023 
 
  役 員 
 
 

 

 

８月 
誕生日 

会長      小林康男   

副会長    郡家 学         

書記       武田寿子 

会計       郡家 学 

会計監査  吉田 明  加藤光信 

担当主事  橋本 唯  

メネット連絡  小林貴美子 

直前会長   福田宏子 

多胡葉子（２） 福家清美（２８） 

若林弘子（２８）     

 

 

 例会出席者数   ２３名（ズーム４名）  

在籍会員数     ２０名 

出席会員数     １４名（ズーム名） 

出 席 率       ７０％  

メイクアップ(内数)    １名 

メネット・コメット・孫メット ２名（ズーム名） 

ゲスト・ビジター  ４名（ズーム２名） 

例会充足率    １１５％ 

アソシエイト会員  ３名（ズーム２名） 
にこにこＢＯＸ     3.200 円  

       累  計  3,200 円 

ファンド（豚 肉,他） 11,500 円    

       累  計 11,500 円 

      （真菰茶）    5,500 円 

累  計 １７，０００ 円 

 ファンド合計     ２０，２００円 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P)    K.C. Samuel（インド) 

    主 題       「フェローシップとインパクトで次の 100 年へ」 

Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT  

      スローガン   「自己を超えて、変化を起こそう」  BEYOND SELF and BE THE CHANGE  

アジア太平洋地域会長(AP)  Shen Chi-Ming （台湾） 

 主 題     「 新しい時代とともに、エレガントに変化を」  Elegantly Change with New Era   

      スローガン  「今すぐ実行を」   Doing It Right Now   

西日本区理事(RD) 田上正（熊本むさし） 

      主 題     「原点を知り将来に生かす」    Know the origin and utilize it in the future!  

      スローガン 「立ち上がれワイズモットーと共に！」Stand up Y’s Men with our Motto! 

六甲部長  若林成幸（宝塚） 

      主 題  困難な時にこそYMCAと共に進もう」 

宝塚クラブ会長  小林康男 

主 題  みんなでつなごう心の輪 笑顔で健康 笑顔で幸福 

 
 
 

２０２２年８月納涼例会・会長ご苦労さん会 
日  時 ： ２０２２年８月１０日（水)１８：００ 
場  所 ：  がんこ 宝塚苑 
会   費 ：     ３，５００円 
ドライバー  郡家 学  鯖尻佳子 
開会点鐘  小林康男会長  ワイズソング全  員 
聖書朗読  福家清美     
祈  祷   青柳美知子 
ゲスト・ビジター紹介     会   長 
会   食 有 

   お   話   元神戸 YMCA 主事・神戸西クラブ 
               柳  敏晴 氏 
        デンマーク世界 YMCA 大会に参加 
             ～ ギブクラブとの出会い ～ 

各委員会報告 
   ＹＭＣＡ報告 
   誕生日のお祝い         会  長 
   ニコニコファンド 

閉会点鐘  小林康男会長 
 

今月のテーマ :LTOD IBC・DBC 
リーダーシップを学んでください。クラブ・部・区等あらゆる機会に

学びの場があります。全てを有意義に捉え、スキルアップをして、

リーダーシップを身に着けてください。 

   ワイズリーダーシップ開発委員長 鵜丹谷 剛（神戸） 
締結しているクラブ同士で交流を深め、協働事業を検討 

しましょう。  締結していないクラブは、他クラブを訪問し、 

交流を深めましょう。 

国際・交流事業主任 小田哲也 （福岡中央） 
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聖   句 

         

        「主は国々の争いを裁き、多くの民を戒められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし／槍を 

打 ち 直 し て 鎌 と す る 。 国 は 国 に 向 か っ て 剣 を 上 げ ず ／ も は や 戦 う こ と を 学 ば な い 。                    

旧約聖書・イザヤ書２章４節 

 

 

随     想 

 

      「私には夢がある／人間が戦争をやめ 剣がすきに／槍がかまになって／国が国を 

おそうことをやめ／ふたたび戦いをくわだてることのない日が／いつかきたら…」（キング牧師）。 

このイザヤの預言はニューヨークの国連本部玄関にも刻まれていて、平和建設の上で大切な 

言葉です。しかし、その正反対にこの言葉ほど無視されてきた言葉は他にありません。 

この言葉は実現不可能なユートピアなのでしょうか。 

       ウクライナへのロシア侵攻がその衝撃的な例です。ロシア正教会のキリル総主教がプーチン 

大統領を祝福して始まった侵攻。まさか、この 21 世紀に「聖戦」が起こるとは思ってもみません 

でした。勝手に御名が利用された神が怒っておられます。 

       実は今こそ、「剣を打ち直して鋤とし／槍を打ち直して鎌とする」ことを本気になって取り 

組むかが問われているのです。私たちが腹を据えて平和を造り出そうとしているか問われて 

いるのです。 

       「アッシリアの平和」時代に登場したイザヤは強大な軍事力による平和を、平和ではないと 

宣言しました。平和は、軍靴が農作物の育つ畑を踏みにじり「破壊する」ことでは作られないこと、 

剣を鋤にし、槍を鎌にして互いに助け合って「造り出す」ことによって生まれると言いました。 

イザヤが神から預かった上記の言葉は、21 世紀の今、聞えてきますし、いや、新鮮に聴くべき 

言葉なのです。 

       モーリス・ドリュオン著『みどりのゆび』の中で、主人公チトは自分の指で茨や蔦を生やせて 

兵器工場の中にあった兵器類を出荷させなくし、戦争を食い止めました。 

       私たちにはこんな指がありませんが、和解の福音を証する者として選ばれていることは 

確かです。福音を伝える者は主イエスと同じ道を歩みます。犠牲も山ほど受けます。 

しかし、くじけないで地道に平和の種を蒔いていきましょう。 

       崩されても崩されても、心を新しくリセットして平和を造り作り上げていきます。 

 

                                                          浦上 結慈 

                                 

 

 

 



 宝塚ワイズ 2022年 8 月号  

3 

 

 

 

 

 

 

毎年、７月は「キックオフ例会」です。出席者数はメン１４名、メネット２名、ゲスト４名（内 ZOOM２名） 

アソシエイト会員３名（内 ZOOM２名)、ZOOM 参加者４名でリアル出席１９名、ZOOM 参加４名でした。 

福田宏子直前会長の最後に成る開会点鐘で始まりました。コロナの事を考えてワイ

ズソングの声を控えめにしました。そしてプログラムの中心である役員の交代式を新役員

の会長、副会長、書記、会計だけが前に出て今期の

六甲部若林成幸部長の式文で小林康男ワイズの力

強い会長宣誓がありました。そして部長の挨拶、ゲスト

スピーカー西日本区地域奉仕・環境事業主任の伊藤

文訓ワイズの紹介をして会食に成りました。そして会

食後は宝塚クラブ発行の資料に基づいて、小林康男

会長の挨拶と会長の活動方針、活動計画の説明があ

り予算の説明と承認を受けました、続いて各事業主任の活動方針、活動計画の発表があ

りました。これでキックオフ例会の目的を完了しました。 

引き継いで伊藤文訓、地域奉仕・環境事業主任のスピーチがあり、SDGｓの深い理

解と取り組み、そして地域内各種団体（奉仕団体、NGO、行政組織等）との情報交換の推

進のお話がありました。宝塚クラブの活動方針と大きくずれる所がなく、小林康男会長の

もと歩き出すことが出来ると確信しました。 

宝塚クラブはハイブリッド例会をしています。この日は東日本区から ZOOM 参加者２名で東京多摩みな

みクラブの石田考次ワイズと東京町田コスモスクラブの谷治英俊会長でした。最後に各委員会報告、YMCA

報告、誕生日のお祝いをして、小林会長の閉会挨拶と点鐘で７月キックオフ例会が終わりました。 

                                                       長尾  亘 

 

                                                    

 

 

 

 

7 月第 2 例会は 7 月 20 日（水）15:15~17:15、宝塚西公民館で開催、小林会長、青柳、石田、郡家、 

多胡、長尾、福家、若林が出席した。議事要旨は次の通り。 

１． 例会の運営 

・8/10（水）18 時 納涼例会「前々・前会長ご苦労様会」として「がんこ 宝塚苑」にて。 

    会費：3,500 円 (食事あり) 申込み〆切 8/7、（例会グッズは、万国旗…写真版、鐘…福家を用意） 

 ・9/14(水)18 時 30 分  講師 溝口 誠氏（京都トウービークラブ） テーマ「隠れキリシタン」 

西公民館 会費：￥1,500(食事あり) 

 ・10 月 12 日（水）18 時 30 分 講師 藪田 恵氏 「チェアエクササイズ」 

７月例会報告 

 

７月第２例会報告 
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西公民館 会費：￥1,500(食事あり) 

    ・11 月は六甲部会対応を優先し例会日を振替る。 

 

11/9 第 2 例会（部会運営の点検）、11/12（土）六甲部会、11/16 第 1 例会：内容は未定。 

第 1 例会の話題として、SDGｓ概論、ワイズ国際議会学習等の声があがったが結論に至らず。なお、SDGｓ 

は今期 CS 主査の活動方針に合致するので意見具申してみること、及び、YMI 国際議会で採択された

「YMI 戦略 2032」の公表に際し、国際議会に関する学習会の必要性が出された。それぞれの関係者に当

たることとした。 

・クリスマス合同例会について  

     土佐堀クラブより合同のオファーあり、実施前提で調整を行う。会場候補として梅田「リストランテ翔 21」 

があがった。折衝：長尾ワイズ） 

    ・西宮クラブよりも合同例会の申し出あるが、別途検討。 

 

２． 各事業報告 

・Y サ・ユース：余島キャンプ支援 20,000 円、One Camp 支援 20,000 円の拠出を決定。 

・NGO：（福家、鯖尻）：国際交流協会 NGO 展 7/30 日・31 日 国際文化センター（南口）の役割分担を 

認した。両日ギャラリーやホールを使って動画上映が行われ、従来型と異なった運営となる。動画は 

長尾ワイズ制作、説明者として多胡ワイズ・片西アソシエイトが担当。顧客対応等は下記の時間帯で 

分担。 

         7/29（金）13 時 30 分～準備作業～小林・多胡・若林・福家・青柳 

         7/30（土）10～16 時 片西・多胡・青柳・若林・武田・小林・丸茂 

         7/31（日）10～15 時 鯖尻・郡家・片西 （撤収時：若林） 

・市民クリスマス：準備会を 8 月上旬に開催予定。 

 

３． ブリテン（長尾）： 

    ・今後、第 1 例会報告に出席者氏名を記載することを決定。 

・8 月号寄稿分担を確認。 

 

４． その他 

     ・アフガニスタン 中古ランドセル寄贈 

・京都部メネットの集い 9 月 3 日（土） 
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今期六甲部の役員が輪番制で宝塚クラブから部長、書記、会計を出す

ことになりました。早速、第 1 回評議会を７月

１６日（土）神戸 YMCA チャペルで行われまし

た。総合司会を多胡葉子書記よって始まりま

した。内容は前期の活動報告、会計報告、そ

して今期の宝塚クラブ若林成幸部長の挨

拶、方針の説明がありました。コロナ禍でハイ

ブリッドで行い、各事業委員長、クラブ会長の活動方針と計画の紹介を

ZOOM を使う方もありました。 

そして、協議で少し時間を取られましたが終わり場所を新幹線新神戸駅近

くの ANA クラウンプラザホテルに移動して初仕事国際・交流主査、田辺征

一ワイス（学園都市クラブ）の司会で懇親会を持ちました。４０名の参加があ

りました 

                             六甲部会計  長尾  亘 

 

 

 

  

芦屋クラブへ参加 

7 月 20 日（水）竹園ホテルで開催された芦屋クラブキックオフ例会に参加。 

若林部長としての初めての部長訪問に会計の長尾ワイズ、書記の多胡が同行。 

７時から今年で 3 年目の大岩会長の開会点鐘で始まり、ワイズソングの

斉唱、聖書朗読、祈祷、9 人のゲスト紹介で食事へと進んだ。ホテルでの

例会は久しぶり。和やかな雰囲気の中美味しいお食事に舌鼓。会食後

はまず六甲部長の若林ワイズによる今期の部長方針・活動計画などが述

べられた。その後今年で 3 年目になる大岩雅典会長の所信表明、新役

員の紹介ののち、今日のスピーカーの講話に移った。 

「いま私達はどこにいるのか」と題しメンバー’の島田恒ワイズによるスピー

チが始まった。 

コロナ禍、異常気象、地政学的リスクの我々が抱える課題を提示され、それぞれが考えさせられたスピー

チに引き込まれた。その後ゲストとして参加されていた神戸クラブの川崎ワイズ、日比ワイズから YYY 余島シ

ニアキャンプのアピールと献金の依頼があった。特別のサプライズ！ 

先月芦屋クラブで結婚式を挙げられたお二人へのプレゼントとして結婚祝いの歌を若林部長が朗々歌われ、

大喝采。 

誕生祝いの後大岩会長による閉会点鐘。和やかな豊な例会への参加に感謝して 3 人で家路へと向かった。 

                                             六甲部書記  多胡葉子 

     六甲部第１回評議会・懇親会 

  

六甲部部長公式 
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【YMCA ニュース】 

神戸 YMCA 青年会会員増強委員会では、昨年度から YYY フォーラムの開催に向けて協議を重ねてき

ました。今年度はユース世代の YMCA 職員が気軽に参加できるプログラムとして、神戸 YMCA YYY フォーラ

ム「市ケ原わいわいハイキング」を開催させていただきます。リアルを通して皆様とのつながりを感じられる機会

となることを願っています。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

★ご案内★ 

YYY フォーラム「市ヶ原わいわいハイキング」 

9 月 10 日（土） 

8 時 45 分新神戸駅 1Ｆ 集合 受付 

9 時 00 分スタート 

＊受付後、ロープウェイ利用で市ヶ原集合も可 

10 時 30 分 交流プログラム 

11 時 30 分 現地解散 

  

申込み期間 8 月 1 日～8 月 26 日 

申込み方法 google フォームから 

https://forms.gle/CudFZmVF7cB6AGk7A 

 

 

                                                 連絡担当 橋本 唯 

                                                 

 

 

 

 

     今年は異常なほど暑い毎日です。校正をお願いするタイミングが遅れましたが、何とか第一例会に間

に合いました。校正員の皆さん、ありがとうございました。ブリテンに載せる記事がありましたら、送ってくださ

い・ 

                                            ブリテン  長尾 亘 

編集後記 

 

https://forms.gle/CudFZmVF7cB6AGk7A

